
川 崎 医療福 祉学会 誌投稿 規定

　　　

（１９９９年４月１４日改正）

１．投稿資格：投稿は， 原則として川崎医療福祉学会会員に限る．共著者も論文掲載時には会員でなければな

２

．投稿資格：
らない．

．投稿の種類
ものに限る．

原稿は和文で，その種類は，総説，論説，原著，短報，資料，その他とし，他雑誌に未発表の

　

その内容は次のとおりとする．

　

総説：一つのテーマに関連する多くの研究論文の総括， 評価， 解説等．

　

論説：各分野における活動， 政策， 動向などについての提案， 提言．

　

原著：新知見または創意を含むもの．

　

短報：原著と同じ性格であるが， 研究完成の前のもので， 速報的に書かれたもの．

　

資料：調査， 統計等に関するもの．
３．投稿原稿の採択：提出された論文の掲載決定は， 査読者の意見を参考にして， 編集委員会が行う．
４．原稿の長さ：原著， 総説， 論説は， 図表， 参考文献等を含めて刷り上がり６頁以内とする． 短報， 資料，
その他は， 刷り上がり４頁以内とする．（Ａ４判で， １頁は２１字４３行の２段組， 約１，８００字）

５．原稿は， 横書きで， パソコンのワープロソフトまたはワードプロセッサーを使用して， Ａ４判用紙に１，２００

字程度（３５字×３４行など）に作成したものが望ましい．
６．図表の原図は，縮小製版できるように鮮明で完全なものとし，その大きさは，台紙とも４０ｃｍ×３０ｃｍ以内

とする．

　

図表は， 本文とは別に， １頁に１点ずつ記載し， 図１， 図２， … …， 表１， 表２， … … として， それ

を挿入する箇所を本文中の欄外（右側）に指定する．

　

図表の表題・説明は， 別紙に一括して記載する．
７．引用文献は，３０題以内とする． ただし， 総説については６０題以内とする

文献は引用順に番号をつけて， 最後に一括して， 下記の記載例の形式で記す． 引用

書く．
［記載例］
〈学術雑誌〉著者名（発行年：西暦）題名．雑誌名［イタリック体］，巻［ボールド体］
１） 倉敷太郎 （１９９１） 岡山県の… …．川崎医療福祉学会誌，１１（１），２２２－２２５．
２）Ｂ１ｋｉｎｓＢＨ，ＰａｇｎｏｔｔｏＬＤａｎｄＳｍｉｔｈＨＬ（１９７４）Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｉｏｎａｄｊｕｓｔｍｅｎｔｉｎｕｒｉｎａｌｙｓｉｓ．Ａｍｅｒｇ鯛れ

　　

崩 れｓｔｒ耐 圧図膨れ崩すＡｓｓｏｃ２αｔｇｏ％Ｊ剣難錫，３５（３），５５９－５６５．
〈単行本〉著者名（発行年：西暦）書名［イタリック体］（編著の場合は，題名．編者名，書名［イタリック

　　　　

体］）， 版， 発行所， 発行地，ｐｐ頁－頁．
３） 森

　

忠繁（１９８５） 人口統計． 緒方正名編， 現代公衆衛生学， 初版， 朝倉書店， 東京，ｐｐ２３－２４．
４） ＲｏｓｅｎｂｅｒｇＪ（１９９０）ＥＩ帯ａｃｔｓｏｆｍｅｄｉｃａｔｉｏｎｓｏｎｂｉｏｌｏｇｉｃａｌｌｅｖｅｌｓｏｆｉｎｄｕｓｔｒｉａｌｃｈｅｍｉｃａｌｓ．ｌｎＦｉｓｅｒｏｖ街

　　

ＢｅｒｇｅｒｏｖａＶａｎｄｏｇａｔａＭｅｄｓ，βおわりＺｃ錫 ｍｏ欄ｔｏｒ前夕 げｅｚｐｏｓｍｅわ れねｓかぜαたねｅｍｇｃ錫ｓ，ＡＣＧＩＨ，

　　

Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉフｐｐ１５９一１６２‐
８．原稿には別に表紙をつけ， 和文で原稿の種類， 表題， 著者名， 所属機関名， 代表著者の連絡先およびラン

ニングタイトル（３０字以内）を，また， 英文で表題， 著者名， 連絡先および Ｋｅｙｗｏｒｄｓ（５語以内） を記入

する． さらに，原稿枚数， 別刷の希望部数を記入する．
９．総説， 論説および原著論文には，８００字以内の和文要約と２００語以内の英文 ａｂｓｔｒａｃｔをつける． 短報には

４００字以内の和文要約と１００語以内の英文ａｂｓｔｒａｃｔをつけることができる．
１０．原稿の送付：

１） 宛先；〒７０１‐０１９３

　

倉敷市松島２８８

　

川崎医療福祉大学

　

川崎医療福祉学会誌編集委員長．
２） 原稿には，表紙から頁数を通し番号でふり，オリジナルのほかコピー１部を添えて提出する

　

文 ａｂｓｔｒａｃｔおよび和文要約については， コピー１部を別に添える．

　

また，掲載が決定した論文では，原稿をテキストファイル形式で保存したフロッピーディスクも併せて

提出する．
１１．論文の刷り上がり頁が規定頁を越えた場合の超過分， 写真色刷り，
た場合は， 著者の実費負担とする．

　

別刷は，３０部まで無料とし， これを越える場合は， 実費とする．
１２．投稿規定の改正は， 編集委員会の議を経て行う．

また校正時に原文に著しい訂正を加え

さらに，英

引用文献の著者名は全員を

（号），頁－頁


